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大田原市からの受託研究として、平成 29年度、 30年度に引き続き、当ゼミ学生、 2、
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大慰労でおいしい草聖子孫
図 3.1 作成ハンブレット案(5)上段 i女子旅」下段:i大人の修Jγt旅行j
当該調有に閲速して、同グループは、当市における新たな魅力であるコーヒーに問寸る

































去 3.1 教育航行到 1設定コース案左 I凶宝コース j 右 I古布コース」
時刻 内容 時刻 内容
9・00 学校:1'，だ 9・ 00 学校:1'，うと
11・00 下n'rま肯柏、大川町巾な寸!瓜|記の Ii対 11 : 00 児 ;J~ 山政の館
il! 1.¥討中↓古1:・)，，:卜HI点，Ii円七K俗資朴宮I'f
12 : 00 てでイ，1'中
12: 00 児羽槻光ゃな




16: 00 大田)ポ rli:中11 )~ 








































































































客をタ )jからに引き出す手法もあってよいと考え「那須の伐i[i J と銘打って k田原の伐
diを開催することを提案する。この案は北海道の市広i[iで開催されている「北の屋台街」
の例を基に拒案寸る。この「北の斥:子IJ では年聞の来存総数が市の人口に等しい 17ノコ人
を越えるにぎわいを誇っている。そしてこのにぎわいは、地域J長興のみならず、起業家支
54 
援、地産地消の推進にもつながる不思議な空間になっている。「那須の夜市Jでは地元の食
材(唐辛子を中心にしても良し、)及び蔵元の日本酒とタイアップしたイベントを提供する
と共に市内のホテル・旅館そして農泊を組み合わせると外客と地元住民も交流の場となり
観光効果が向上するものと考える。
(3) r大田原とうがらしJを利用した料理教室の開催
市内の空き家や校舎、公民館等を活用し「大田原とうがらしJを使った料理教室を那須
地域住民並びに観光客にアピーノレできるように開催する。そのときに料理材料も提供でき
るようにしたい。一番手っ取り早いのは中華料理であろう。その場合講師に名の通った料
理人を選択したい。その{也、和食、洋食、エスニック料理も候補にしておく必要があると
考える。料理教室は料理人で決まるというので多少参加費が高くなっても人選に気を使う
必要がある。料理教室で人気になった料理を「那須の夜市」や市内レストラン等で公開す
るのも一つの手である。
4.3 4章のまとめ
大田原市の地域振興には、 I大田原とうがらし」自体の普及と販売、そして唐辛子を利
用して如何に観光客を誘引していくかにかかっている。地域で開催される催事を作り上げ
る住民と参加する外客とのコミュニケーションの場所は、大田原市が時間・空間を提供す
るものである。大田原市が率先して音頭とりとなり商工会議所、観光協会、農業協同組合
等の協力体制が重要となると考える。
5. まとめ
本年度は、主な取り組みとして情報発信力の強化を意図したパンフレット作成を行った。
一般的なパンフレットは地理的・歴史的背景などの説明が詳細で、分量も内容相応のもの
が多い。そういったパンフレットとは路線を異にして、ライトなフライヤーを意識しなが
ら作成したものである。
今後の課題として、他の情報媒体との有機的な有効活用(プロモーション・ミックス)
の検討、 SNSや ARの実際の作成、プロモーションに関する費用対効果分析などがあげら
れる。
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